







その他のタイトル Self-recognition after His Conversion in
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ニ 裏切りものとしての高書  
「刑務所で死ぬのがいやで悪うございました、もうこれからは決してしませんと謝って  
勘弁してもらった人間」である高書は、革命運動を裏切って転向した。転向しても当局か  








それにあたると考えられる。   






















ー144－   

































－145－   
三 音けない小説  
本章では高書が書こうとする「自叙伝」や、書きたいと心の中では思っていた「人口問  
題、失業問題、戦争問題」を結局は書くことができなかった各々の理由を分析することで、  











































高書にはいかなる意味があるのであろうか。   
まず、高音が日本の文壇について考えていることが明らかにされている部分を分析した  



























































残された作品は、ほとんどが一見何気ない静物画であるにもかかわらず、それが強い   
























三九年十月に日中戦争による様々な統制を批判した「覗けぬ実情15」を F信濃毎日新聞j  

































四 三つのエピソード  
高音が書きたいと願う傑作は、戦争が人々に起こした変化、特に芸術家の変化をとら  
えたような作品である。高書はこうした傑作を昏くために、いかなる「人間の道」を選  
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ぶのであろうか。テクストによれば高音は三つのエピソードから何かを感じ取ったので  
ある。そのエピソードから高書が「わかった」ことを明瞭化することによって、高書が  
























る。   
次の引用はテクストの中で扱われている「通俗雑誌」の内容である。  
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の長い鼻、ホイットマンの麦わら帽、そしてゴーリキーのひげ。そうして高書は「先   
年物故したソヴュート文学の神さまマクシム・ゴーリキーは……」と読んだ。ゴーリ   
キーはピンピン生きていて、人が老年期になって初めて書けるような含蓄のある随筆   
を書いていた。（一四九頁～－五○貫）  
通俗雑誌からの引用で作者が読者に伝えたかったことは、いったい何であったのであろ  
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…そうです、そうです……彼は、泣かずにいることはできなかった。きんかくしにし   
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「田川」に対する「裏切り」という問題であったのである。また、中野重治が「小説の書  
けぬ小説家」という小説のジャンヌを通して行方不明になった西田信春に自分の現在の状  
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